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引用：東京理科大学薬学部医薬品品質等・GMP講座資料
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品質文化醸成度評価アンケート ツール の構成

1. Googleアカウントに   ログイン

2. 各社で自社用のGoogleアンケートフォームの

URLを作成するため、フォームのコピーを

Google driveに保存

各社固有のアンケートフォームのURLが作成され、
編集権限を取得。

各社

Google
ﾌｫｰﾑ

アンケートフォーム 解析ツール

 解析マニュアル
（PDF）

 解析に使用する見
本のスプレッド
シート

 解析に使用する
関数テキスト

 解析マニュアルの
操作動画

ツールの配布資料

Google
ﾌｫｰﾑ

利用申込
フォーム

各社のGoogle drive上で
アンケート設問の編集・回答の解析を行う。

オーナー権限・編集権限：日薬連事務局 ★

申込後
フォルダの
URL表示に

遷移

＊富山大学・東京理科大学も当面編集権限を保有

＊編集不可の制限がされたファイル

申込者情報が
収集される

★各権限のまとめについては、参考ページに記載 ＊JGA提供スライドを一部改編

アンケートの編集及び管理用に
ご用意ください
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回答する個人を保護する目的で、回答者がわからないようGoogle Formsにて作成。

会社内のGoogle Accountが１つあれば、作成・分配・データ解析ができ、回答者は身近な媒体
（PCやスマートフォン）にて回答できる。

回答内容はGoogleスプレッドシートファイルに集約され、表やグラフに変換される。

設問URLを従業員に送付 回答を提出

従業員は身近な端末から回答
管理者は管理者PCにて
質問を編集 従業員からの回答を自動収集

表やグラフなどに変換する。

各階層、部署等でのWeekポイントを確認し、重
点的に教育を行い、従業員の理解度を効率的に
向上させる。

スプレッド
シート

注）
Excelにダウン
ロードして作業す
ると、更新された
回答情報が反映
されませんので、
回答完了までス
プレッドシートで
作業することをお
勧めします。

品質文化醸成度評価アンケート ツール の構成

＊JGA提供スライドを一部改編

可 視 化
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品質文化醸成度評価ツール（解析）

平均点レーダーチャート 設問ごとの棒グラフ

各設問の結果を点数化（数値化）し、階層毎
（経営層・管理職・非管理職の平均値）
をレーダーチャートにする事で
【階層ごとの弱点】を見える化できます。

選択肢の回答件数（人数）を
階層毎に集計しグラフにする事で
【階層による理解度の違い】
を見える化できます。
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品質文化醸成度評価ツール（解析）
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E-1
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E-3
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全体 経営陣 管理職 非管理職
3.2 A-1:コンプライアンス体制

2.8 A-2:内部通報制度

2.6 B-1:経営陣による
企業理念周知

2.7 B-2:経営陣による品質方針
・品質目標周知

2.6 C-2:CAPAの運用

2.8 D-1:階層間コミュニケーション

1.3 A-6:患者の声を聴く機会

1.8 B-4:マネジメントレビュー
における資源の適切な配分

※資源…人、コスト、物、構造設備

1.8 C-1:適切な人材配置や人材確保

経2.8-非1.8 A-5:適切な人事評価制度

経2.4-非1.3

経3.2-非1.9
B-5:経営陣の積極的な現場ウォークによる

日常的な活動実態の把握

経3.2-非2.1
E-3:ハラスメント未然防止に向けた

規定策、窓口、研修の提供

全階層で平均スコアが
比較的高かった項目

全階層で平均スコアが
比較的低かった項目

経営陣-非管理職間で
スコアの乖離(1以上)
が大きかった項目
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ツールの配布資料

‣アンケートフォーム（Google フォーム） ●各企業のGoogleアカウント登録者が
編集可能

●デフォルトの属性を変更。
変更により、解析用スプレッドシートの
関数セル、グラフ作成セルの
編集作業が必要となる。
（マニュアルで説明）

●マニュアルの動画で、
基本的な作業を再現し解説

属 性 設 問

設問の改変
①文章編集のみ場合

マニュアルの編集作業で対応可能
②設問数を増減した場合

グラフのデータ設定の見直しが必要
であるため、デフォルトの基本設計
を理解いただき、各社で変更。
データが正確に反映されているかを
十分に確認いただきたい。

工場

役職

部署
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解析ツール配布資料

１．解析マニュアル（PDF）
アンケートフォームの編集と解析用スプレッドシートの作成のための操作マニュアル

２．解析マニュアルの操作動画
解析マニュアルで説明している基本的な作業を再現した動画（約３０分）

３．解析に使用する見本（デフォルト）のスプレッドシート
アンケート回答が自動収集された“解析用スプレッドシート”に、
レーダーチャートや棒グラフを作成する作業の時に使用する“関数”や“グラフ変換条件”が
設定されているデフォルト（基本の条件設定）のシート。
このデフォルトの各シートをコピーして、解析用スプレッドシートの編集をするために使用する。

４．解析に使用する関数テキスト
解析用スプレッドシートの編集操作で、関数のコピーペーストがしにくい部分、または、
正確な書式・記載が必要な関数についてコピーペーストして使用するためのテキスト資料

 字幕のみ。音声無し。
 適宜一時停止しながら

確認してください。
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解析用スプレッドシートの編集
‣アンケートフォームに回答に紐づいて、解析用スプレッドシートを作成
‣回答が解析用スプレッドシートに自動収集される。（タブ名：フォームの回答１）
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解析用スプレッドシートの編集
‣採点表の編集 個人ごとに回答した選択記号を点数に変換
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解析用スプレッドシートの編集

‣関数の確認・編集

属性の右端の隣の空欄の“セル番号”に置き換える

ｆｘ=CHOOSEROWS(FILTER('選択肢の配点表'!$C$3:$C$8,IFERROR(FIND('選択肢の配点表'!$B$3:$B$8,'フォームの回答 1'!F2),0)),1)

例）選択記号の点数変換

属性

F

２
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解析用スプレッドシートの編集

【デフォルト】
設問別＋１条件 （例：工場別 or 役職別）
設問別＋２条件 （例：工場別＋役職別）

‣グラフの編集（レーダーチャート）

 「経営陣・管理職・非管理職」などの属性の記載を、
アンケートフォームの選択肢で編集した記載に修正

 関数の指定列の確認
  採点表シートの属性の質問事項に続く、

アンケートの第1問の回答が記録されている
“列番号”に変更 。

デフォルトでは
この属性の記載が
入力される
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解析用スプレッドシートの編集
‣グラフの編集（棒グラフ）

【デフォルト】
設問別＋１条件 （例：工場別 or 役職別）
設問別＋２条件 （例：工場別・役職別）

 「経営陣・管理職・非管理職」などの属性の
記載を、アンケートフォームの選択肢で編集
した記載に修正

 関数の指定列の確認。
 採点表シートの属性の質問事項に続く、

アンケートの第1問の回答が記録されている
“列番号”に変更 。
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解析用スプレッドシートの編集

正しいデータが反映されているかの確認

複数のグラフを繰り返し作成していると、以前のデータ範囲が自動挿入されてグラフが作成されて
しまう現象が起こる場合がある。

１．“ラベル名”
選択した属性名であるか

２．“系列”
選択したデータであるか、グラフエディタ中の
“系列”のデータ記載を確認

３．“データ範囲”
○グラフ作成の始め：X軸ラベルのデータのみ
○グラフ作成完了後：必要なデータの種類

マニュアル・動画で解説
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解析用スプレッドシートの編集
動画映像の引用
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品質文化醸成度評価アンケートツール 利用申込方法
申込用URLは、日薬連より後日連絡されます。

各社において、利用規約をご確認いただき、ご担当者を決めていただき、利用申込をお願いします。

利用規約に同意いただき、利用申込フォームの回答後の画面に、解析ツールの配布フォルダのURLが表示
されます。

品質文化醸成度評価アンケート利用申込 ： https://forms.gle/＊＊＊＊＊＊＊＊＊

https://XXXXXXXXXXXXXX
配布ファイルを入手可能なURLが表示されます

回答後に表示される画面
（利用申込フォームの画面）

＊JGA提供スライドを一部改編

企業名

所属

担当者名

メールアドレス

品質文化醸成度評価アンケート
利用申込

以下のURLから配布フォルダにアクセスいただ
き、まずはマニュアルにお目通しください。

※ URLを他の方に共有することはご遠慮くだ
さい。新たにご利用になりたい方は、本フォーム
にご回答いただくようにお願いします。
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利用規約
【お願い事項】
1. 社内活動の範囲におけるアンケートの利用と改変は自由です。
2. アンケートまたはその結果を外部に公表する場合は東京理科大学・医薬品等品質・GMP講座の承諾を得てください。

(文献引用の規定を遵守ください)
3. アンケートの結果を蓄積し論文投稿するためにご協力をお願いする可能性があります。
4. アンケートの編集及び管理をするために、Googleアカウントが必要となります。Googleアカウントが無い場合は、新規取得後に申込みください。
5. 使用者の必要に応じて設問等を変更したい場合は、自社用のGoogleアンケートフォームのコピーを作成し、アンケートのコピーの設問に変更を加

えることで、使用者ご自身で内容を変更したアンケートを利用できます。
6. 本評価解析ツールで使用する評価指標に対する質問はお受けできません。
7. 本アンケートテンプレートや解析マニュアル等（以下、本評価指標ツール等）の設計変更等の要望等は、お受けできません。
8. 本評価解析ツールをダウンロードし、ファイル操作、アンケートの発信、回答収集後の解析作業をする方は、ITスキルのある方（Microsoft Excel
やGoogleスプレッドシートの使用経験があり、表計算機能や関数を操作したことのある方）に行っていただくことを推奨いたします。

9. 本評価指標ツール等の提供は、断りなく終了することがあります。
10. 商業的に利用する目的でのダウンロードはお断りします。また自社用に取得したアンケートフォームや評価指標ツール等について商業的に利用す

る第三者への提供もお断りいたします
11. 本評価解析ツールは、品質文化醸成度の評価方法の一例として作成したものです。品質文化醸成度の評価及び本評価解析ツールの使用は任意です。
12. 本評価解析ツールに関する不明点がある方は、日薬連における当該講演の動画（※）もご参照ください。(※日薬連ホームページに公開)

【免責事項】
1. 本Webサイトから本評価指標ツール等をダウンロードした後の不具合等については責任を負いません。
2. 本評価指標ツール等の提供の終了により、使用者または第三者が被った不利益または損害については責任を負いません。
3. 本評価指標の使用者と他の第三者との間で生じた不利益等については責任を負いません。

同意されない場合は、次の画面に進みません。
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参考：★各権限に関するまとめ

[利用申込フォーム]

・編集者権限：富山大学（医薬品品質保証・評価学講座 鳴瀬、原）
東京理科大学（医薬品等品質・ＧＭＰ講座 鈴木雅寿） 
JGA事務局

・各企業のアンケート解析担当者 : 回答者として利用
・各企業のアンケート回答者 ： アクセスしない

[配布フォルダ内の見本ファイル(品質文化醸成度評価アンケートフォーム, スプレッドシートなど)]

・編集者権限：富山大学（医薬品品質保証・評価学講座 鳴瀬、原）
東京理科大学（医薬品等品質・ＧＭＰ講座 鈴木雅寿）
JGA事務局

・各企業のアンケート解析担当者 : 閲覧者権限 (自分のGoogleアカウント（Drive）にコピーしたものを編集する)

・各企業のアンケート回答者     ： 閲覧しない

[各社で作成する品質文化醸成度評価アンケートのコピー]

・富山大学、東京理科大学, JGA事務局 ： アクセス不可
・各企業のアンケート解析担当者 : 編集者権限
・各企業のアンケート回答者 ：回答者として利用

[お問い合わせフォーム]

・編集者権限：富山大学（医薬品品質保証・評価学講座 鳴瀬、原）
東京理科大学（医薬品等品質・ＧＭＰ講座 鈴木雅寿） 
JGA事務局、日薬連事務局

・各企業のアンケート解析担当者 : 質問者として利用
・各企業のアンケート回答者 ： アクセスしない
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ご活用にあたって

“品質文化の醸成をするとは、実際にどのようことをすればよいか？？”

‣本評価解析ツールは、品質文化醸成度の評価方法の１つの手法をご提案したもの。
‣この手法が、品質文化の活動のアプローチへの切っ掛けとして手助けになれば。
‣解析ツールは、時間を要するアンケートの集計と解析作業のサポートになれば。

‣品質文化の醸成には、各社の状況に応じて様々な考察が必要であるため、
この評価・解析方法が正解ということではない。

‣品質文化の醸成は、各社内のあらゆる社員が参加した継続的な活動が重要です。
（ 「品質文化の醸成とは」を知っていただくものとしても利用できるのでは ）
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ご清聴ありがとうございました
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